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運
歩
色
莱
集
と
印
度
本
第
一
類
節
用
集

1
附
録
諸
項
を
め
ぐ
っ
て
ー

〓
還
歩
色
葉
集
と
印
度
本
第
二
琴
節
用
集
（
そ
の
こ

運
歩
色
葉
集
の
本
文
に
収
録
さ
れ
た
諸
項
と
印
度
本
第
二
秩
節
用
集
（
弘
治
二
年

本
叛
）
に
お
け
る
附
録
諸
項
と
の
塀
似
性
を
根
拠
に
、
書
誌
的
な
面
で
両
者
に
緊
密

な
関
係
を
認
め
よ
う
と
す
る
川
瀬
一
馬
博
士
の
次
の
よ
う
な
静
が
あ
る
。

諸
国
名
が
各
部
に
分
散
し
て
あ
る
上
に
、
日
本
国
六
十
飴
州
名
数
（
囲
郡
名
及

び
田
地
町
数
）
・
日
本
国
里
数
男
女
員
数
等
を
「
カ
」
部
の
末
に
附
載
し
て
あ
る

の
を
見
る
と
、
印
度
本
煩
の
中
で
も
弘
治
二
年
本
類
の
原
に
な
っ
た
様
な
俸
本
を

採
用
し
て
ゐ
る
の
で
は
な
か
ら
う
か
と
思
は
れ
る
。
注
記
に
達
筆
年
数
を
多
く
添

附
し
て
あ
る
等
の
性
質
も
こ
れ
に
合
す
る
。

本
書
（
筆
者
注
、
運
歩
色
葉
集
）
　
の
各
部
に
附
録
的
に
存
す
る
諸
項
を
併
せ
て

考
察
す
る
と
、
弘
治
二
年
本
類
の
如
き
附
怨
語
項
を
、
本
文
中
に
殆
ど
包
含
し
て

ゐ
る
事
が
判
り
、
然
も
本
書
は
天
文
十
六
・
七
年
に
編
纂
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る

か
ら
、
弘
治
二
年
本
項
の
原
本
の
形
の
も
の
に
依
拭
し
た
と
言
ふ
事
が
出
来
る
の

で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
古
辞
書
の
研
究
』
八
九
〇
貢
）

そ
こ
で
、
印
度
本
第
一
妖
節
用
集
（
弘
治
二
年
本
項
）
　
の
附
録
諸
項
を
中
心
に
遅

歩
色
葉
集
と
の
関
係
を
概
観
し
て
み
ょ
う
。

印
度
本
第
一
額
（
弘
治
二
年
本
類
）
に
属
す
る
弘
治
二
年
本
（
東
京
大
学
図
書
館

清

　

　

水

　

　

　

登

蔵
、
南
葵
文
庫
旧
蔵
）
、
徳
遊
寺
本
（
伊
藤
祐
晃
旧
蔵
、
了
蓮
寺
伊
藤
祐
晃
旧
蔵
本

の
亀
田
次
郎
氏
に
よ
る
新
写
本
、
国
立
国
会
図
書
館
蔵
）
、
永
禄
十
一
年
本
（
学
習

院
大
学
国
文
学
科
研
究
室
蔵
、
岡
田
真
旧
蔵
）
、
寛
永
十
九
年
本
（
慶
応
義
塾
図
書

館
蔵
）
　
の
四
本
に
つ
い
て
、
主
な
附
録
藷
項
及
び
そ
の
配
列
を
示
す
と
次
の
よ
う
に

なる。（巻覇）
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八

　

音

五

　

声

十
二
律

十
二
時

五

　

逝

六

　

親

四

　

恩

廿
四
孝

三

　

家

四
判
官

三
国
司

人

　

倫

韓
財
併
食
物
異
名

京
中
小
路
名

商
北
棟
三
十
八
町

案
西
里
十
八
町

．「罠肌．鼓＝

君
称
号

春

　

宮

親

　

王

盾

　

宮

執
柄
者

日
本
国
六
十
余
州

名
数

日
本
国
中
郡
郷
村

里
田
島
併
僻
事
神

宮
人
家

男
女
等
負
数
目
録

人

　

音

五

　

声

十
二
律

十
二
時

五

　

逆

六

　

親

四

　

恩

廿
四
孝

三

　

家

四
判
官

≡国司
人

　

倫

器
財
併
食
物
異
名

京
中
小
路
名

南
北
横
三
十
八
町

東
西
竪
十
八
町

大
内
之
所
々
殿
併

十
二
門
名

君
称
号

春

　

宮

親

　

王

后

　

官

執
柄
者

日
本
国
六
十
余
州

名
数

日
本
国
中
郡
郷
村

里
田
島
併
僻
事
神

官
人
家

男
女
等
負
数
日
銀

八

　

音

五

　

声

十
二
律

十
二
時

九
々
数

五

　

逝

六

　

親

四

　

恩

廿
四
孝

人

　

倫

器
財
併
食
物
異
名

針
蒜
鰍
十
王
逝

二

　

王

五

　

衷

京
中
小
路
名

商
北
棟
三
十
八
町

案
西
竪
十
八
町

大
内
之
所
々
殿
併

十
二
門
名

君
称
号

春

　

宮

親

　

王

后

　

官

執
柄
者

三

　

家

四
判
官

≡国司
日
本
国
六
十
余
州

名
数

此
土
如
独
鈷
形
之

…
…
日
本
国
中
之

脚
諦
観
畑
鮎
併

男
女
等
員
数
…
…

人

　

倫

器
財
食
物
生
植

針
匠
諸
針
王

二

　

王

五

　

衰

京
中
小
路
名

南
北
墳
三
十
八
町

東
西
竪
十
八
町

大
内
之
所
々
殿

併
十
二
門
名

君
称
号

春

　

宮

親

　

王

盾

　

官

執
柄
者

三

　

家

四
判
官

≡国司
服
露
六
十
余

此
土
如
独
鈷
形

之
‥
‥
‥
日
本
国

醒
脚
鞘
粕

官
人
家

男
女
等
負
数
・
‥

諾
雛
公
家
警

仁
義
礼
智
借

御
薗
家
御
代
々
之

次
第

細
川
監
御
代
々
之

次
第

鮎
画
小
異
字

経
云
‥
…
・

名
字
抄

六
祖
云
…
…

天
竺
之
五
山

震
且
之
五
山

鎌
倉
之
五
山

南
禅
寺

天
龍
寺

相
国
寺

建
仁
寺

東
福
寺

寓
寿
寺

天
龍
寺
十
境

相
国
寺
十
境

十

　

剰

禅
宗
与
公
家
配
官

之
次
第

仁
義
礼
智
借

御
薗
家
御
代
々
之

次
第

細
川
殿
御
代
々
之

次
第

鮎
画
小
異
字

六
祖
云
…
…

日
本
東
西
…
…

唐
土
東
西
…
…

人
王
十
三
代
…
…

経
云
‥
…
・

計
国
名

達
磨
大
師
十
無
益

名
字
抄

氏

　

姓

六
祖
云
…
…

日
本
案
甲
…
‥

唐
土
東
西
…
‥

人
三
十
三
代
…

経
云
…
・
‥

諸
国
名
所
旧
跡

達
磨
大
師
十
無

益名
乗
抄

氏

　

姓

天
竺
之
五
山

霹
且
之
五
山

京
鎌
倉
五
山
之

一
次
第

十

　

剰

相
国
寺
塔
頭
之

次
第

（
常
大
師
入
滅
事
）

牌
誇
鉛
震

御
嘗
家
御
代
々

乏
次
第

訝
搬
御
代
々

音
史
合
葬
（
抜
奮
）

い
ろ
は

五
音
相
通



運歩色菓集と印度本第一類節用集

23

右
の
表
に
よ
る
と
、
「
月
塞
方
」
、
「
九
々
数
」
、
「
十
三
彿
併
十
王
道
修
日
次
第
」
、

「
二
王
」
、
「
五
衰
」
の
附
銀
諸
項
は
、
永
禄
十
一
年
本
、
寛
永
十
九
年
本
に
存
し
、

弘
治
二
年
本
、
徳
遊
寺
本
に
は
存
し
な
い
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
橋
本
進
吾
博
士
の
『
古
本
節
用
集
の
研
究
』
に
詳
細
な

調
査
（
古
本
節
用
集
諸
本
附
銀
比
較
表
）
が
あ
り
、
そ
の
関
係
部
分
を
次
に
掲
げ

る。

「
二
王
」
、
「
五
衰
」
は
、
印
度
本
第
一
頼
（
弘
治
二
年
本
類
）
に
は
次
の
よ
う
に

存
す
る
。

弘
治
二
年
本

権

道

寺

本

仁

部

人

倫

′
し

巻
　
末
・
附
　
録

二
王
注
見
巻
末

仁
㈲
人
倫
l

巻
　
末
・
附
　
銀

永
禄
十
一
年
本

寛
永
十
九
年
本

二
王
注
見
巻
末

二
王
普
天
空
車
望
－
而
有
害
′
夫
人
元
入
章
子

次
軍
曹
首
肯
併
一
第
一
二
倶
留
孫
併
第
±
狗
那
舎

餌
腔
摘
傍
輩
欝
拐
附
欝

人
謂
－
乏
，
門
前
⊥
也
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、、、『五衰』
ヲ
欠
ク

択

　

園

　

本

古

㈲

　

　

言

語

巻
　
末
・
附
　
銀

五
衰
新
札
紹
欝
瑠
喧
琴
琴
讐
汗
護

弘
治
二
年
本

棟

遊

寺

本

五
秦
荘
見
宋

音
響
語
隠
退
一

巻
　
末
・
附
　
録

国
事
寮
零
本

五
衰
注
見
宋
“

ナ

タ

（

y

y

ホ

ー

オ

y

′

　

　

エ

十

　

　

γ

七

五
衰
天
上
○
身
光
不
レ
現
琶
襲
萎
額
面
腋
；
汗
流
体

便
具
積
不
楽
二
本
座
l

「
二
王
」
、
「
五
衰
」
は
、
印
度
本
第
一
頬
（
弘
治
二
年
本
塀
）
　
に
お
い
て
巻
末
の

附
録
部
分
に
収
録
さ
れ
（
た
だ
し
、
弘
治
二
年
本
、
徳
遊
寺
本
は
附
録
部
分
に
お
け

る
『
二
王
』
、
『
五
衰
』
を
脱
落
さ
せ
る
）
、
こ
の
こ
と
は
他
の
印
度
本
諸
本
に
比
し
、

注
一

印
度
本
第
一
叛
の
特
徴
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

印
度
本
第
二
瑛
な
ら
び
に
第
l
ニ
類
に
お
い
て
「
二
王
」
、
「
五
衰
」
は
次
の
よ
う
に

本
文
中
に
収
録
さ
れ
る
。

永
禄
二
年
本

永
禄
五
年
本

尭

　

空

　

本

村

　

井

　

本

＜
ヤ
部
－
ス

部
ヲ
欠
ク
＞

経

　

亮

　

本

両
足
院
本
ノ

仁

㈲

　

　

数

量

巻
　
末
・
附
　
銀

二
王
菅
天
竺
着
レ
国
王
而
有
二
二
．
′
天
人
二
′
夫
人
携

千
子
▼
次
昇
皆
首
肯
レ
併
嘉
一
倶
留
翠
併
弟
二
狗

那
舎
併
募
三
迦
集
併
芳
田
釈
迦
牟
尼
俳
乃
至
第
千

楼
重
体
也
以
上
千
併
皆
現
在
資
劫
僻
地
又
第
二
′

天
人
生
レ
l
亭
云
モ
願
以
成
〓
金
剛
神
意
レ
門
外
卓

而
守
袈
千
兄
出
世
併
法
也
後
人
謂
〓
之
門
前
Ⅰ
1
－

也

ま
た
、
印
度
本
第
一
塀
（
弘
治
二
年
本
炉
）
に
属
す
る
諸
本
に
お
い
て
「
日
本
国
中

郡
郷
村
里
田
島
併
併
宇
神
官
人
家
男
女
等
員
数
日
銀
」
は
次
の
よ
う
に
存
し
、
弘
治

二
年
本
、
徳
遊
寺
本
と
永
禄
十
一
年
本
、
寛
永
十
九
年
本
と
の
注
文
に
差
異
が
あ
る
。

日
本
国
中
郡
郷
村
里
田
島
併
俳
宇
神
官
人
家

男
女
等
員
数
日
録

国
六
十
大
　
嶋
二
　
郡
六
百
一
郷
九
万
八
千
　
村
九
十
万
九
千
八
百
五
十
八
　
里
四
十

万
五
千
三
富
十
四
田
箭
宗
千
八
芋
五
町
鼻
十
相
精
罰
歩
肇
二
千

九
盲
五
十
八
　
神
官
二
万
七
千
七
百
十
三
　
不
成
官
小
神
一
万
九
千
　
成
官
神
三
千
七
百

芋
男
需
譜
畑
等
女
箭
枇
憎
千

経
云
人
間
輪
廻
生
死
不
増
不
滅
云
モ
　
　
天
商
事
一
万
八
千
九
百
四
十
呈
　
空
遠
事
四
万

九
十
里
　
弘
法
大
師
記
之

（
弘
治
二
年
本
、
権
道
寺
本
）

此
土
加
独
鈷
形
依
之
併
法
盛
也
又
如
葉
形
俊
之
金
銀
銅
鉄
等
併
五
穀
皇
稔
也
自
王
城
室
陸

奥
末
流
三
千
五
首
八
十
七
里
六
町
為
l
里
定
又
至
長
門
西
濱
一
千
九
百
七
十
八
里
也
二
町

為
l
里
定
行
基
菩
薩
所
図
日
本
国
中
之
郡
郷
村
里
田
島
併
俳
宇
神
官
人
家
男
女
等
負
数
国

六
十
六
島
国
二
郡
六
百
一
郷
九
万
八
千
八
百
五
十
八
里
四
十
万
五
千
三
富
七
十
四
田
八
十

万
九
千
八
百
十
五
町
≡
段
三
歩
島
十
一
万
七
千
百
四
十
六
町
廿
三
歩
併
宇
二
千
九
百
五
十

八
神
官
二
万
七
千
七
百
十
三
成
神
官
三
千
七
百
五
十
不
成
官
小
神
l
万
九
千
男
数
十
九
億

九
万
四
千
八
百
廿
八
人
女
数
廿
九
億
四
千
八
百
廿
人
也
又
云
男
子
十
九
億
九
万
四
千
八
人

也
女
人
二
十
五
億
九
万
四
千
八
官
財
四
人
也
就
中
女
六
億
四
千
七
百
八
十
三
人
自
男
多
天

満
廿
四
万
里
地
厚
五
万
九
千
八
百
七
十
九
里
日
勢
一
千
由
旬
月
勢
一
千
由
旬
星
勢
五
千
由

旬六
祖
云
鉄
囲
山
高
廣
二
十
四
万
里
小
鉄
田
山
高
度
一
百
里
須
弥
山
高
庶
≡
盲
犬
十
万
里

日
本
東
西
二
千
入
官
七
十
豊
岡
南
北
五
官
州
七
里

唐
土
東
西
八
万
一
千
里
同
南
北
六
万
七
千
里

人
三
十
三
代
成
務
天
皇
殊
始
置
国
名
妄
言
巳
上
六
十
六
ヶ
国
此
外
島
国
ニ
ケ
国
併
六
十
八
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箇
或
也
大
国
十
二
相
普
従
五
位
上
国
相
曹
従
五
位
下
中
国
十
一
下
国
九

経
云
人
間
輪
廻
生
死
故
不
増
不
滅
云
亡
天
高
事
一
万
八
千
九
百
四
十
星
空
遠
事
四
万
九
十

里
　
弘
法
大
師
記
之

（
永
禄
十
一
年
本
、
寛
永
十
九
年
本
）

し
た
が
っ
て
、
弘
治
二
年
本
、
徳
遊
寺
本
の
附
銀
部
分
転
「
二
王
」
、
「
五
衰
」
を

欠
落
さ
せ
て
い
る
点
、
「
日
本
国
中
郡
郷
村
里
田
島
併
併
宇
神
官
人
家
男
女
等
員
数

目
録
」
の
注
文
の
差
異
を
も
っ
て
、
印
度
本
第
一
類
転
属
す
る
四
本
は
、
そ
の
内
部

を
弘
治
二
年
本
、
徳
遊
寺
本
と
永
禄
十
一
年
本
、
寛
永
十
九
年
本
と
に
類
を
分
つ
こ

と
が
で
き
る
。

そ
の
点
を
運
歩
色
菓
集
に
み
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
存
す
る
。

二
王
普
天
筆
者
1
国
王
－
而
有
1
ニ
真
人
垂
千
千
次
弟
営
作
併
第
一
供
留
孫
併
第
二
狗
那
舎
俳
鼻
三

者
適
薬
併
弟
四
釈
迦
牟
局
併
至
千
子
弟
二
′
夫
人
生
二
子
∵
モ
此
′
二
子
．
日
願
以
成
金
剛
神
可

五
衰
折
臥
監
鮒
祭
器
相
那
璃
頗
戎
鞘
派
兵
便
具
稀
不
楽
太
虚
又
警
花
露
地
目
臨
隅

此
土
如
猪
鈷
形
依
之
併
法
成
也
又
如
賓
形
依
之
金
銀
銅
鉄
等
併
五
穀
畳
稔
也
自
王
城
陸
奥

末
演
三
千
五
百
八
十
七
里
又
自
王
城
至
長
門
酉
演
一
千
九
官
八
十
七
里
也
行
基
菩
薩
所
図

也
日
本
国
中
之
郡
道
村
里
田
島
併
僻
事
神
官
人
家
男
女
等
負
数
国
六
十
大
嶋
国
二
郡
六
百

一
郷
九
万
八
千
八
百
五
十
八
里
四
十
万
五
千
三
百
七
十
四
田
八
十
万
九
千
八
百
十
五
町
≡

段
三
歩
島
十
一
万
七
千
首
四
十
六
町
二
十
三
歩
僻
事
二
千
九
百
五
十
八
神
官
二
万
七
千
七

百
十
三
成
神
官
三
千
七
官
五
十
不
成
官
小
神
一
万
九
千
男
数
九
十
億
九
万
四
千
八
百
二
十

八
人
女
数
二
十
九
億
四
千
八
百
二
十
人
也
文
云
男
子
十
九
億
九
万
四
千
八
人
也
女
人
二
十

五
億
九
万
四
千
八
百
二
二
十
四
人
也
就
中
女
六
億
四
千
七
育
八
十
三
人
自
男
多
也

天
高
廿
四
万
里
　
地
厚
五
万
九
千
八
百
七
十
九
里

日
勢
一
千
由
旬
　
月
勢
一
千
由
旬
　
星
勢
五
千
由
旬

大
鉄
囲
山
高
廣
廿
四
万
里
小
鉄
囲
山
同
一
百
十
万
里

須
弥
山
贋
高
三
百
六
十
万
呈

日
本
東
西
二
千
入
官
七
十
里
　
同
南
北
五
首
升
七
里

唐
土
東
西
八
万
l
千
里
　
同
南
北
六
万
七
千
里

（
巻
末
、
以
上
、
静
嘉
堂
文
庫
蔵
運
歩
色
菓
集
に
よ
る
）

運
歩
色
菓
集
の
注
文
は
、
永
禄
十
一
年
本
、
寛
永
十
九
年
本
の
そ
れ
に
一
致
す

る。

し
た
が
っ
て
、
運
歩
色
葉
菜
と
書
誌
的
関
係
が
あ
る
と
さ
れ
る
印
度
本
第
一
類

（
弘
治
二
年
本
叛
）
に
つ
い
て
、
「
二
王
」
、
「
五
衰
」
、
「
日
本
国
中
郡
郷
村
里
田
島

併
併
宇
神
官
人
家
男
女
等
員
数
目
録
」
の
附
録
語
項
を
根
拠
に
、
運
歩
色
菓
集
と
の

書
誌
的
緊
密
さ
は
、
弘
治
二
年
本
、
徳
遊
寺
本
の
叛
で
は
な
く
、
永
禄
十
一
年
本
、

寛
永
十
九
年
本
の
類
に
存
す
る
の
で
■
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

二
　
道
歩
色
葉
集
と
印
度
本
第
一
類
節
用
集
（
そ
の
ニ
）

「
月
塞
方
」
、
「
十
三
傍
併
十
王
道
修
日
次
第
」
に
つ
い
て
、
印
度
本
第
一
類
（
弘

治
二
年
本
猿
）
　
の
附
銀
部
分
に
、
弘
治
二
年
本
、
徳
遊
寺
本
は
欠
落
さ
せ
、
永
禄
十

一
年
本
、
寛
永
十
九
年
本
、
図
書
寮
零
本
は
そ
れ
を
収
録
し
て
い
一
る
　
（
た
だ
し
、

『
月
塞
方
』
に
つ
い
て
は
図
書
寮
零
本
が
イ
部
1
ナ
部
を
欠
く
た
め
不
明
）
。
該
当

部
分
を
示
す
と
次
の
よ
う
に
存
す
る
。

月
塞
方
　
正
五
・
九
北
　
二
・
六
・
十
東
　
三
・
七
・
十
一
南
　
四
・
八
・
十
二
酉

（
永
存
十
一
年
本
、
寛
永
十
九
年
本
）

十
三
併
併
十
王
逆
修
日
次
弟
初
七
日
正
月
十
六
日
不
動
泰
贋
王
二
七
旦
有
廿
九
日
釈
迦
初
江
三
三

七
旦
二
月
廿
五
日
文
殊
宋
帝
王
四
七
日
四
月
十
四
日
管
緊
五
官
三
五
七
日
五
月
廿
四
日
地
蔵
閻
魔

三
六
七
日
六
月
五
日
弥
勒
変
成
王
七
モ
日
七
月
八
日
薬
師
泰
山
三
百
ケ
日
八
月
十
六
日
朝
菅
平
等

王
一
周
忌
九
月
廿
≡
勢
至
都
市
王
第
三
年
十
月
十
五
日
阿
弥
陀
韓
輪
王
七
年
忌
十
l
月
十
五
日
阿

閉
十
三
年
同
廿
八
日
大
日
鼎
三
年
十
二
月
十
三
日
虚
空
蔵

（
永
禄
十
一
年
本
、
寛
永
十
九
年
本
）

十
三
併
併
十
王
逆
修
日
次
弟

初
七
日
諾
日
不
動
春
慶
三

三
七
日
忙
郡
文
殊
宋
帝
王

五
七
日
詰
日
地
蔵
閻
魔
王

七
々
日
錆
薬
師
泰
山
王

二
七
日
忙
朋
日
釈
迦
初
江
王

四
七
品
朋
日
普
賢
五
官
三

六
七
日
需
弥
勒
変
成
王

官
ケ
日
詰
日
観
音
平
等
王
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一
周
風
評
勢
至
都
市
王

七
年
忌
㌍
月
阿
閑

第
l
毒
竹
㌘
阿
弥
陀
韓
輪
王

十
三
年
疋
誓
日

竺
烹
詰
虚
空
蔵

十
王
号
併
門
定
製
諾
鰍
誤
審
十
殿
冥
王
聖
号

願
力

春
慶
都
嘗
大
王
　
初
江
亀
禄
　
宋
帝
冥
曹
　
伍
官
元
琳
　
開
羅
明
賢
　
変
成
宝
睦

泰
山
鶴
延
　
平
岐
王
之
　
都
市
紫
無
　
韓
輪
配
王

右
月
舟
和
尚
所
志
也
　
併
祖
続
紀
載
六
玉
名
不
載
四
王
名

（
図
書
寮
零
本
）

こ
れ
ら
「
月
塞
方
」
、
「
十
三
併
併
十
王
道
修
日
次
第
」
（
掲
出
語
は
『
十
三
併
道

修
日
之
次
第
』
と
あ
っ
て
『
十
王
』
を
欠
く
）
は
運
歩
色
葉
集
に
も
存
し
、
次
に
該

十
三
併
併
十
王
逆
修
日
次
第

初
七
日
諾
日
不
動
春
慶
王

三
七
日
忙
㌘
文
殊
宋
帝
王

五
七
品
㌘
地
蔵
閣
魔
王

七
々
日
詣
薬
師
泰
山
王

扁
忌
勒
評
勢
至
都
市
王

七
年
忌
㌍
月
阿
閑

三
十
三
年
聖
賢
重
蔵

『
門
走
』
永
禄
五
年
ノ
ミ

十
王
号
傍
製
詣
鰍
明
塘
泰

二
七
日
忙
朋
日
揮
迦
初
江
王

四
七
日
謂
日
普
賢
五
官
王

六
七
日
需
弥
勒
変
成
王

首
ケ
日
詰
日
観
音
平
等
王

第
三
見
酢
阿
弥
陀
椿
輪
王

十
三
年
疋
摘
大
日

十
殿
冥
王
聖
号

当
箇
所
を
示
す
。

月
塞
方
　
正
五
九
北
　
二
六
十
末
　
三
七
十
一
再

十
三
盈
雛
。
之
　
　
初
七
某
急
増
膏

三
七
日
文
殊
詔
帽
昔
四
七
日
普
盈
絹
恨
冒

六
七
日
弥
勒
謂
㌍
　
七
々
日
薬
師
認
許

扁
忌
勢
窟
珊
帽
三
日
第
三
年
阿
弥
陀
韓
輪
王

四
八
十
二
西
方
（
幹
部
）

二
七
日
釈
迦
認
棺
九
日

五
七
日
地
蔵
謂
帽
冒

盲
ケ
日
観
音
謂
惰
八
日

七
年
阿
恩
詰

十
三
年
大
日
十
盲
廿
八
日
　
升
三
年
虚
空
蔵
十
二
月
十
三
日

（
志
部
、
以
上
、
静
嘉
堂
文
庫
蔵
運
歩
色
葉
集
に
よ
る
）

こ
の
こ
と
か
ら
も
運
歩
色
葉
集
と
の
書
誌
的
緊
密
さ
は
、
弘
治
二
年
本
、
徳
遊
寺

本
の
頬
で
は
な
く
、
永
禄
十
l
年
本
、
寛
永
十
九
年
本
な
ら
び
に
図
書
寮
零
本
の
類

に
認
め
ら
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
「
十
三
併
併
十
王
道
修
日
次
第
」
は
、
印
度
本
第
二
類
な
ら
び
に
第
三
叛

に
属
す
る
永
禄
二
年
本
、
永
禄
五
年
本
、
経
亮
本
な
ら
び
に
牧
園
本
の
本
文
　
（
之

注
三

部
、
数
量
）
に
も
存
す
る
。

春
慶
都
曹
大
王
　
初
江
亀
禄
　
宋
帝
冥
曹
　
伍
官
元
琳
　
閤
羅
明
貿
　
変
成
宝
睦

泰
山
鶴
延
三
岐
王
之
・
都
市
紫
無
韓
輪
配
王
塩
雛
経
論
鞘
砺
蛇
四
毒

（
永
禄
二
年
本
に
よ
る
）

「
十
三
併
併
十
王
道
修
日
次
第
」
に
「
十
王
号
」
な
ら
び
に
「
十
巌
冥
王
整
骨
」

の
掲
出
語
を
附
随
さ
せ
て
い
る
形
態
な
ど
、
印
度
本
第
二
類
な
ら
び
に
第
三
塀
は
、

国
書
寮
寄
木
の
そ
れ
と
大
略
l
致
す
る
。

ま
た
、
運
歩
色
菓
集
な
ら
び
に
こ
れ
ら
節
用
集
諸
本
の
「
七
年
忌
」
の
注
文
中
に

は
差
異
が
認
め
ら
れ
、
そ
の
部
分
を
示
す
と
次
の
如
く
、
「
十
一
月
十
五
日
」
と
「
十

一
月
四
日
」
の
二
系
統
に
わ
か
れ
る
。

七
年
阿
見
詰
（
運
歩
色
葉
集
）

七
年
忌
十
一
月
十
五
日
阿
開
（
永
禄
十
一
年
本
、
寛
永
十
九
年
本
）

七
年
忌
㌍
月
（
図
書
寮
寄
木
、
永
禄
二
年
本
、
永
禄
五
年
本
、
経
亮
本
、
祝
園
本
）

こ
の
こ
と
は
運
歩
色
菓
集
と
永
禄
十
l
年
本
な
ら
び
に
寛
永
十
九
年
本
と
が
書
誌

的
に
緊
密
な
関
係
に
あ
る
と
す
る
仮
説
を
積
極
的
覧
異
付
け
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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運
歩
色
葉
集
と
寛
永
十
九
年
本
節
用
集

次
に
永
禄
十
一
年
本
に
存
し
な
い
、
寛
永
十
九
年
本
に
の
み
認
め
ら
れ
る
附
銀
諸

項
に
つ
い
て
概
観
し
て
み
ょ
う
。

「
書
史
合
要
」
な
ら
び
に
「
い
ろ
は
」
は
、
永
禄
十
l
年
本
に
は
存
し
な
い
、
寛

永
十
九
年
本
に
の
み
認
め
ら
れ
る
附
銀
諸
項
で
次
の
よ
う
に
存
す
る
。

菩
史
魯
要
云
日
本
国
於
宋
景
徳
三
年
宇
有
個
人
賞
不
通
華
言
善
筆
札
命
以
陳
謝
名
寂
照
号

囲
通
大
師
国
中
多
習
三
着
軍
書
照
頗
得
筆
法
後
南
海
商
人
松
自
英
国
遽
得
国
王
弟
与
照
蕃

祢
野
人
苦
慮
又
左
大
臣
藤
原
道
長
蕃
又
治
部
卿
源
従
英
書
凡
三
春
皆
二
王
之
亦
迩
而
著
愚

章
草
特
妙
中
土
能
書
者
亦
鮮
及
紙
墨
光
精
左
大
臣
乃
国
之
上
相
治
郎
九
卿
之
州
也
旦
畏
余

与
英
国
僧
日
克
全
字
犬
用
者
解
后
干
海
随
一
禅
剰
中
頻
習
華
言
云
彼
中
日
有
国
字
字
母
僅

四
十
有
七
能
通
論
之
便
可
解
其
音
義
困
索
寓
一
道
叩
以
理
其
竪
揆
成
字
処
努
覧
蒙
古
字
法

也
全
又
以
彼
中
辛
妹
寓
中
国
詩
文
強
不
可
諌
而
筆
執
従
横
竜
蛇
飛
動
廠
有
顛
素
之
通
則
今

以
其
字
母
附
於
此
云

仮
知
日
天
則
云
て
む
目
地
則
日
ち
日
山
則
云
や
ま
白
水
則
云
み
つ
日
日
則
云
ひ
日
月
則
云

つ
き
日
華
則
云
ふ
て
日
量
則
云
す
み
日
紋
別
云
か
み
目
視
則
云
す
と
り
大
意
不
哩
過
如
此

以
呂
野
保
へ
土
知
利
奴
留
違
和
加
蓑
礼
所
津
祢
奈
葦
宇
莞
於
久
莫
計
不
今

江
天
安
左
幾
由
女
美
之
　
意
飛
毛
世
寸
　
京

凡
我
朝
以
以
呂
波
之
起
尊
等
深
嘗
全
非
世
間
浅
適
法
八
万
法
蔵
之
肝
心
十
二
部
経
之
骨
髄

也
常
住
傍
性
之
妙
漫
醍
醐
甚
深
之
秘
密
也
只
接
色
菓
四
十
七
字
是
以
弘
法
大
師
封
建
命
僧

正
学
法
相
大
乗
奥
義
以
英
次
護
命
言
菩
薩
之
行
囁
不
如
度
世
間
非
法
之
衆
生
廣
済
群
生
之

方
便
不
遇
興
大
乗
至
極
之
法
利
手
然
著
等
浅
機
於
深
法
人
愚
鈍
於
大
乗
尤
為
至
要
卸
黄
塵

同
通
番
札
上
下
等
諌
文
字
可
作
真
書
俊
之
和
淫
楽
経
四
句
偽
造
之
即
今
色
巴
是
也
彼
文
云

諸
行
無
常
愚
生
減
法
生
滅
々
已
寂
滅
為
楽
此
偶
意
也
色
ハ
匂
卜
散
ヌ
ル
ヲ
老
諸
行
無
常
之

句
二
普
也
我
代
誰
ソ
常
ナ
ラ
ソ
者
是
生
減
法
ノ
旬
ノ
意
也
有
為
奥
山
今
日
越
テ
ハ
生
滅
々

已
ノ
旬
也
浅
キ
夢
不
レ
見
不
レ
酔
著
寂
滅
為
楽
之
意
也
終
加
京
字
事
義
理
典
常
住
之
城
也
故

問
へ
文
字
之
正
字
云
何
答
天
地
人
陽
経
云
以
′
三
字
作
人
云
と
へ
字
是
也
間
四
十
七
字

共
産
如
何
西
域
記
云
梵
王
所
製
原
始
乗
則
四
十
七
言
文
則
停
来
流
布
悉
塁
摩
多
体
之
文
是

也
御
製
作
偏
依
之
也
色
ハ
匂
卜
散
ヌ
ル
ヲ
花
ハ
色
々
二
咲
ト
モ
程
モ
ナ
ク
散
ヲ
盛
者
必
衰

世
間
ノ
無
常
二
警
タ
リ
万
ツ
督
促
染
ノ
宿
ア
タ
ナ
ル
事
夢
幻
ノ
如
シ
誰
力
常
ニ
ア
ル
へ
キ

故
二
我
代
誰
ソ
常
ナ
ラ
ソ
仁
王
経
云
神
ハ
無
常
ノ
主
形
ハ
無
常
ノ
家
云
く
主
ハ
形
ヲ
家
ト

ス
形
神
共
ニ
ア
タ
ニ
シ
テ
光
ノ
露
二
宿
レ
ル
カ
露
モ
落
宿
レ
ル
光
モ
失
力
如
シ
迷
ノ
境
界

ヲ
有
為
ノ
奥
山
二
囁
也
瞥
ハ
道
三
迷
タ
ル
老
酒
二
酔
タ
ル
老
奥
山
ノ
造
ナ
ル
二
人
可
出
方

モ
不
知
登
レ
峰
下
谷
如
シ
自
無
始
本
覚
真
如
都
ヲ
出
テ
無
明
ノ
酒
二
酔
智
恵
ノ
限
盲
テ
難

逢
併
教
モ
停
セ
ス
苦
情
併
道
二
帰
ス
レ
ハ
有
為
ノ
奥
山
今
日
越
テ
浅
キ
夢
不
レ
見
酔
モ
セ

ス
也

「
書
史
合
要
」
な
ら
び
に
「
い
ろ
は
」
は
、
印
度
本
第
l
叛
に
属
す
る
図
書
寮
零

本
の
附
録
諸
項
に
存
し
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

日
本
国
於
宋
景
徳
二
幸
昔
有
僧
入
貢
不
通
華
言
善
筆
札
命
以
腰
掛
名
寂
照
号
圃
通
大
師
国

中
多
習
王
右
軍
書
照
頗
待
筆
法
后
南
海
商
人
舷
自
英
国
逆
．
得
国
王
弟
願
事
称
野
人
苦
慮
又

左
大
臣
触
即
道
長
又
治
郎
卿
源
箕
審
凡
三
書
皆
二
王
之
迩
両
君
愚
葦
特
妙
中
土
聾

者
亦
鮮
能
及
紙
基
光
精
右
大
臣
乃
国
之
上
相
治
郎
九
卿
之
州
也
日
衰
余
与
英
国
僧
日
克
全

事
大
用
著
偶
解
后
干
海
阪
一
禅
刹
中
頗
習
華
言
云
彼
中
日
有
国
字
モ
母
僅
四
十
着
七
能
通

鼓
之
便
可
解
其
音
義
困
索
寓
一
過
就
叩
理
其
解
顔
成
字
処
努
覧
蒙
古
字
法
也
全
又
以
彼
中

字
体
寓
中
国
詩
文
強
不
可
譲
而
筆
執
従
横
凝
血
飛
動
傑
有
顛
素
之
通
則
今
以
其
字
母
附
於

ヒい
駆
近
ろ
羅
は
法
宗
又
覧
且
拝
最
へ
盈
髭
近
と
多
等

ち
最
近
。
梨
ぬ
奴
る
底
を
識
わ
額
か
盈
哺
よ
盈
た
益
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土
笛
又
れ
侠
孟
宗
又

ね
噸
舌
．
な
乃
秤
ら
阿
県
評
む
謀
う
鳥

ゐ
伊
の
郡
於
盈
近
く
楯
や
盈
開
基
け
茄
ふ
盈
近
　
こ
和

江
葵
て
装
甲
縮
あ
盈
明
き
簡
脛
近
き
最
近
ゆ
由
め
女
乎
み
反

駁
近
し
最
近
ゑ
最
ひ
非
も
摩
違
篭
す
最
近

候
知
日
天
則
そ
ら
目
地
則
云
ち
日
山
則
云
や
ま
日
水
則
云
み
つ
日
日
則
ひ
日
月
則
云
つ
き

日
華
則
ふ
て
日
量
則
す
み
日
紙
則
か
み
目
視
す
ぐ
り
大
意
不
遇
如
此
　
菩
史
含
要
叙
云
右

月
舟
和
尚
所
記
也

寛
永
十
九
年
本
の
注
文
と
図
書
寮
寺
本
の
そ
れ
と
を
比
較
し
て
み
る
と
、
図
書
寮

寄
木
の
「
い
ろ
は
」
の
附
録
諸
項
の
未
に
「
…
…
右
月
舟
和
尚
所
記
也
」
の
注
文
が
存
す

注
四

る
。
こ
の
こ
と
は
「
い
ろ
は
」
の
附
録
諸
項
と
し
て
の
古
憩
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
た
、
寛
永
十
九
年
本
に
は
、
「
以
昌
波
仁
保
…
…
…
有
為
ノ
奥
山
今
日
越
テ
藻

や
夢
不
レ
見
酔
モ
セ
ス
也
」
の
よ
う
な
長
文
が
存
し
、
図
書
寮
零
本
に
は
存
し
な
い

（
そ
の
他
の
節
用
集
諸
本
に
も
認
め
ら
れ
な
い
）
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
長
文
は
、
静
嘉
堂
文
庫
蔵
の
運
歩
色
葉
集
を
除
く
、
他
の
運
歩

色
菓
集
古
写
本
三
本
（
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
元
亀
二
年
本
、
京
都
大
学
文
学
部

国
語
国
文
学
研
究
宝
蔵
天
正
十
七
年
本
、
津
市
西
釆
寺
蔵
天
正
十
五
年
本
）
　
の
巻
頭

に
存
し
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

以
呂
伴
仁
保
へ
土
知
利
奴
留
違
和
加
与
太
札
所
浮
祢
奈
良
牟
字
為
乃
於
久
也
宋
計
不
今
江

天
安
左
幾
由
女
美
之
恵
比
毛
世
寸
　
京

凡
我
朝
以
呂
伴
之
起
専
尋
深
義
全
非
宥
間
遽
之
法
弄
万
法
蔵
之
肝
心
十
二
部
経
之
骨
髄

也
常
住
仏
性
之
妙
理
醍
醐
甚
深
之
秘
密
也
只
按
㌔
色
葉
四
十
七
字
是
以
ナ
弘
法
大
師
封
護

命
僧
正
学
汁
相
大
乗
奥
義
以
英
次
護
命
菩
薩
之
行
頗
不
如
度
世
間
非
法
之
衆
生
贋
済
郡
生

之
方
便
不
過
輿
大
乗
至
極
之
法
制
乎
然
者
尊
顔
磯
於
深
法
人
愚
鈍
大
乗
尤
為
重
要
即
貴
腐

同
通
書
札
上
下
等
諌
文
字
可
作
真
書
依
レ
之
和
浬
輿
経
四
句
偽
造
レ
之
即
今
色
菓
是
也
彼
ノ

文
云
諸
行
無
常
是
生
滅
法
生
重
滅
已
寂
至
為
楽
此
偶
意
也
色
ハ
匂
卜
散
ル
ヲ
著
諸
行
無
常
之
旬

】
－
嘗
〝
也
我
代
誰
ソ
常
ナ
三
者
是
生
滅
法
之
句
之
意
也
有
為
之
奥
山
今
日
越
チ
ハ
生
重
液
己
ノ
句

天
正
十
七
ノ
ミ
『
都
』

也
操
車
夢
見
之
不
酔
者
寂
滅
已
楽
之
意
也
終
三
加
l
衰
字
－
事
表
l
垂
典
常
住
之
城
一
故
問
へ
文

字
之
正
字
云
何
答
天
地
八
陽
経
云
以
く
l
幸
作
人
工
云
へ
字
是
也
問
四
十
七
字
其
琵
如
何
西

域
記
云
梵
王
所
製
原
始
乗
則
四
十
七
言
文
則
停
釆
流
布
悉
螢
摩
多
体
之
文
是
也
御
製
作
偏

依
此
也
色
ハ
匂
卜
散
…
花
ハ
色
ミ
咲
共
捏
芸
ク
散
ヲ
盛
ナ
″
考
必
二
環
世
間
無
常
之
皆
言

方
ッ
皆
仮
染
之
宿
丁
妄
〝
事
夢
幻
之
如
y
誰
オ
常
。
ア
″
ヘ
キ
故
。
我
世
誰
ソ
常
ナ
7
y
仁
王
経
云
形
〈
無
常

之
家
神
ハ
無
常
之
主
。
神
ハ
形
，
為
レ
家
卜
形
神
共
。
丁
≡
y
ナ
光
露
－
－
宿
レ
〝
露
落
宿
レ
ル
光
電
失
力
如
y
迷

之
境
界
ヲ
有
為
之
奥
山
。
曹
道
。
イ
ク
〝
老
酒
。
酔
夏
着
奥
山
′
造
ナ
三
人
可
出
方
毛
不
知
登
降
下
〝

谷
加
古
無
始
本
覚
真
如
之
都
ヲ
出
，
無
明
之
酒
。
酔
智
恵
之
堅
胃
ナ
難
憲
仏
教
ヲ
信
芸
苦
情
ナ

仏
道
帰
ス
レ
＜
有
為
之
奥
山
今
日
越
ナ
浅
キ
夢
不
見
酔
竜
三
也

天
文
十
七
年
　
著
薙
汚
灘
　
菊
月
吉
辰

（
元
亀
二
年
本
選
歩
色
菓
集
に
よ
る
）

こ
の
よ
う
な
長
文
が
両
者
に
存
在
す
る
と
い
う
事
実
は
、
運
歩
色
葉
集
と
寛
永
十

九
年
本
と
の
書
誌
的
関
係
が
緊
密
で
あ
る
こ
と
を
裏
付
け
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

伴
イ

寛
永
十
九
年
本
に
お
け
る
同
長
文
帽
頭
部
分
の
「
以
呂
波
仁
保
へ
土
…
…
A
運
歩

色
菓
集
・
以
呂
伴
仁
保
へ
土
…
…
∀
」
な
ど
は
、
運
歩
色
葉
集
も
し
く
は
運
歩
色
菓

集
が
依
っ
た
と
思
わ
れ
る
関
係
資
料
が
寛
永
十
九
年
本
の
附
録
諸
項
の
校
合
に
参
加

し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

四
　
寛
永
十
九
年
本
節
用
集
に
お
け
る
附
録
諸
項

本
文
な
ら
び
に
附
録
諸
項
に
つ
い
て
、
印
度
本
に
属
す
る
諸
本
と
寛
永
十
九
年
本

と
を
比
較
し
て
み
る
と
、
寛
永
十
九
年
本
が
独
自
に
有
す
る
附
録
諸
項
は
、
次
の
如

く
、
「
相
国
寺
塔
頭
之
次
第
」
、
「
（
諸
大
師
入
滅
事
）
」
、
「
五
音
相
通
」
、
「
八
景
ノ
詩
」

で
あ
る
。
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七
　
十
　
l
一
俵
盲
売
木
・
択
園
本
の
附
録
・
巻
末
に
存
す
る

寛
永
十
九
年
本
に
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
存
す
る
。

相
国
寺
塔
頭
之
次
第

崇
寿
院
硝
鞘
諾
監
護
鞘
照
欄
雛
摘
殆
銅
師
詳
株

大
智
院
髭
議
籍
謂
望
婚
確
雪
十
八
歳
甫
禅

常
徳
院
朗
報
咄
相
表
別
韓
謂
讃
欄
憫
歳
相
国

等
頂
院
枇
禦
報
璃
謂
謂
示
警
三
歳
南
禅

玉
龍
庵
　
雲
漢
和
尚
詩
文
山
嗣
梅
雪
村
相
国

勝
定
院
離
鯛
憎
講
師
朗
謂
謂
和
撃
欄
翫
甫
禅

法
住
院
鵬
娼
認
鞘
断
翻
謂
棉
墜
宗
辛
六
歳
相
国

普
庶
院
離
婚
憫
講
話
詣
詣
㌘
六
十
三
歳
相
国

恵
林
院
駄
頚
憫
雑
婚
鴇
謂
示
寂
七
十
九
雷
禅

慶
雲
院
触
栂
詞
避
難
甲
二
月
十
八
黒
雲
十
一
歳
南
禅

莞
院
詐
謂
鐸
謂
謂
評
南
禅

長
得
院
絹
謂
銅
詔
謂
銅
錮
摘
海

宝
零
細
譜
鞘
相
調
謂
望
開
講
六
十
四
才

梅
熟
庵
幣
鎚
鮎
柵
脚
韻
砂
諾
惰
謂
憫
譜
諾
尚

梅
子
庵
輌
欝
鯛
削
臓
驚
尚

如
来
大
師
入
違
瑚
王
芋
三
年
王
墓
今
是
大
永
七
年
已
以
二
千
誓
七
十
六

迦
葉
等
者
入
滅

達
磨
大
師
入
滅

千
光
祖
師
入
滅

聖
徳
太
子
入
滅

弘
法
大
師
入
滅

行
基
菩
薩
入
滅

五
音
相
通

1

ア

イ

ウ

ニ

ヲ

ー
カ
キ
ク
ケ
コ

ー
サ
ツ
ス
セ
ソ

ー
ヤ
イ
ユ
ユ
ヨ

［
ハ

ヒ

フ

へ

ホ

マ

ミ

ム

メ

モ

ワ
イ
ウ
ニ
ヲ

至
今
享
禄
五
　
己
以
二
千
四
百
十
五
戟

大
唐
大
準
一
年
正
和
三
年
戊
車
重
今
大
永
七
年
己
以
千
二
載

建
保
三
年
乙
亥
七
月
五
日
至
今
大
永
七
年
巳
以
三
富
十
三
敬

重
今
享
禄
五
　
已
以
九
亘
二
年

至
今
享
禄
五
　
已
以
六
百
九
十
七
戟

至
今
享
禄
五
　
已
以
七
百
九
十
三
載

軽
重
清
濁
俵
下
字

宅
平
去
入
俵
上
字

フ
　
ヨ
、
三
二
玄
時
思
扇
之
頬
是
也

ウ
　
音
－
二
万
時
富
商
之
疾
走
也

ム
　
ロ
ヲ
フ
サ
イ
テ
云
時
梅
之
頼
長
也

ウ
　
ロ
ヲ
開
キ
テ
云
時
篤
之
現
是
也

漁
村
紅
鮎
銅
郎
欄
。
沙
汀
雷
貴
重
慧
葉
慧
板
静
ナ
リ
毒

等
錯
鰻
瑠
璃
讐
隔
蚕
鷺
怪
痙
晩

漂
銅
絹
棄
痕
衰
雨
滴
室
蘭
配
意
葦
尋
″
垂
短
此
恵
キ

洞
庭
開
平
湖
満
レ
山
l
阿
／
肇
軍
票
琴
上
へ
撃
長
笛
砺
尽
ス
崎
嘔
行

江
天
閑
里
江
天
雷
撃
花
如
糸
禦
平
林
窟
横
ソ
路
断
へ
チ
馬
野
戦
更
統
監
画
療

遠
清
朝
境
入
轟
音
秋
江
嘗
廃
藩
宋
レ
収
漁
火
動
老
翁
困
自
説
ニ
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平
沙
摘
難
群
旧
処
栖
蓼
花
芦
葉
隠
憂
天
寒
蛮
轟
成
レ
宿
密
使
姦
二

山
市
肇
憲
季
長
沙
雷
虹
帯
＝
眈
雷
好
市
警
柳
ノ
糸
洒
旗
裏
イ
窟

こ
れ
ら
の
「
相
国
寺
塔
頭
之
次
第
」
、
「
（
諸
大
師
入
滅
事
）
」
、
「
五
音
相
通
」
、
「
八

景
ノ
詩
」
の
附
録
諸
項
は
、
寛
永
十
九
年
本
の
額
に
お
い
て
何
か
の
資
料
に
基
づ
き

加
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
「
（
諸
大
師
入
滅
事
）
」
の
項
で
は
、
逆
算
年
数
の
基

準
年
代
を
「
大
永
七
年
」
、
「
享
禄
五
（
年
）
」
と
す
る
注
文
に
な
っ
て
い
る
。
当
時
こ

の
よ
う
な
記
事
を
有
す
る
資
料
が
存
在
し
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
記
事
は
、
伊
勢
本
に
属
す
る
天
正
十
七
年
本
節
用
集
（
天
理
図
書
館

蔵
）
　
の
表
紙
見
返
し
に

釈
迦
之
入
滅
ハ
二
千
五
百
三
十
八
年
也
　
日
本
ノ
天
正
十
七
年
迄
也

達
磨
示
寂
ハ
千
六
十
四
年
也
　
日
本
ノ
天
正
十
七
年
マ
テ

と
あ
り
、
寛
永
十
九
年
本
の
塀
も
天
正
十
七
年
本
と
同
様
な
資
料
に
依
っ
た
も
の
と

推
測
さ
れ
る
。

五
　
ま
と
め

印
度
本
第
一
頬
（
弘
治
二
年
本
類
）
に
つ
い
て
、
「
二
王
」
、
「
五
衰
」
、
「
日
本
国

中
郡
郷
村
里
田
島
併
僻
事
神
官
人
家
男
女
等
員
数
目
録
」
の
附
録
諸
項
を
も
と
に
、

弘
治
二
年
本
、
徳
遊
寺
本
と
永
禄
十
一
年
本
、
寛
永
十
九
年
本
と
に
そ
の
内
部
に
お

い
て
叛
を
分
つ
べ
き
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
そ
れ
ら
の
附
録
諸
項
か
ら
、
運
歩
色
葉

集
と
の
書
誌
的
緊
密
さ
は
、
印
度
本
第
一
塀
（
弘
治
二
年
本
類
）
の
な
か
で
は
永
禄

十
一
年
本
、
寛
永
十
九
年
本
の
塀
に
も
と
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
と
推
測
し
た
。

本
稿
で
は
、
そ
れ
に
「
月
塞
方
」
、
「
十
三
備
併
十
王
道
修
日
次
第
」
の
附
録
諸
項

を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
運
歩
色
菓
集
と
永
禄
十
一
年
本
、
寛
永
十
九
年
本
と
が

書
誌
的
に
l
層
緊
密
な
関
係
に
あ
る
こ
と
を
裏
付
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
に
加

え
て
、
寛
永
十
九
年
本
の
附
録
諸
項
「
い
ろ
は
」
を
と
り
あ
げ
、
運
歩
色
菓
集
と
一

層
緊
密
な
関
係
に
あ
る
演
と
し
て
は
、
寛
永
十
九
年
本
の
叛
で
は
な
い
か
と
予
測
し

て
み
た
。
先
学
諸
賢
の
御
教
示
を
お
隣
い
申
し
上
げ
る
。

注
一
天
正
十
七
年
本
節
用
集
に
「
五
衰
　
注
見
末
」
（
古
部
、
言
語
）
と
あ
っ
て
、
附
録

音
項
に
「
五
衰
」
を
欠
い
て
は
い
る
が
、
弘
治
二
年
本
叛
と
同
様
な
特
徴
を
有
す
る
。
易

林
木
節
用
集
に
「
五
襲
　
身
光
不
レ
現
華
賀
萎
額
両
腋
汗
流
妹
便
臭
積
不
レ
楽
二
本
座
l
天
上

之
1
1
」
（
古
部
、
数
量
）
と
あ
る
。

注
二
　
拙
稿
　
「
運
歩
色
素
集
と
印
度
本
第
一
類
節
用
集
」
（
長
野
県
短
期
大
学
紀
要
第
四
十

一号）

注
≡
　
易
林
木
節
用
集
に
「
十
三
傍
　
不
動
繹
迦
文
殊
普
賢
地
蔵
弥
勒
薬
師
観
音
勢
至
阿
弥

陀
阿
閃
大
日
虚
空
蔵
」
（
之
部
、
数
量
）
と
あ
る
。

注
四
　
「
果
し
て
然
ら
ば
、
諸
本
中
、
最
原
本
に
近
い
の
は
圏
事
案
零
本
で
あ
っ
て
、
此
の

本
は
、
原
本
に
稽
語
を
檜
加
し
、
伍
、
註
を
簡
単
に
し
た
も
の
」
（
『
古
本
節
用
集
の
研

究
』
一
七
三
貢
）


